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卒業式に見る袴の現代的着装の研究E

一伝統的な視点から一

A study of wearing modern hakama at graduation ceremony Il 

-From甘aditionalviewpoin←一

田中淑江長谷川紗織大塚絵美子宮武恵子

Yoshie TANAKA, Saori HASEGAWA, Emiko OTSUKA, Keiko MIYATAKE 

1，はじめに

女子大生の卒業式の袴姿は、明治期の女学生

の通学及び式服での袴着用を源流とし、現在で

は卒業式の装いとして定着している。

本研究は、先行研究「卒業式に見る袴の現代

的着装の研究 I」の継続研究であり I)、伝統的

な和服を対象として調査研究を行う被服平面研

究室と、現代ファッションを対象として商品企

画及ぴデザインについて調査を行う被服意匠研

究室の両研究室による共同研究である。本稿よ

りそれぞれの視点に立ち、別稿とすることとし

たo そうすることにより、現代の卒業式の袴の

着装についてより明確な言及をすることが出来

るのではないかと考えたからである。なお、一

次資料として用いる、 2015年 3月15日共立女

子大学被服学科卒業生 92名の卒業式当日の袴

の着装を撮影した写真は、先行研究と同様に両

研究室の共通資料とした（図 1）。

拙稿では近年、卒業式の袴の着装に用いられ

る華やかな小紋や振袖の長着は、 20数年前の

卒業式で主流であった色無地の長着の装いから

変化し、浸透していることを明らかとした2）。

また、着付け教本にみる卒業式の袴着装に用い

る長着の選択の定義も、時代とともに変化した

ことが明確となった3）。本稿ではこのように卒

業式の袴姿は、時代と共に着装実態や定義が変

化しているなか、現代の学生は卒業式の袴着装

に対して、どのような認識を持ち装っているの

かを考察することを目的とする。

2，研究方法

2015年 3月15日に行われた共立女子大学の

卒業式当日に、被服学科学生92名を撮影した。

撮影箇所は 1全身正面、 2全身背面、 3全身

右側面、 4上半身、 5衿元、 6足元、 7頭部、

8鞄、 9ネイルの 9カットである（図 1)。

また、学生の卒業式当日の衣装の調達方法や、

卒業式に対する意識について情報を得るため

に、平成 26年度卒業生にアンケートを行った。

更に、平成 27年度大学に在学している女子大

生 1～ 4年生にも、卒業式の装いに関するア

ンケートを行い、卒業生と在学生の袴姿に対す

る意識の比較を行った。

3，卒業式の袴の装いの実態

3-1平成 26年度の傾向

卒業式当日に織影をした写真資料を用い、平
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1全身正而 2全身1'fi:伺 3全身イjff町ii師

〈

4上半身 6足元

7 ii!itil 

｜主lI 共通データη災
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学〕駐式に＞lるド？の現代的11~の研究日

脳 髄臨輪開時d
自

関 2・1 アクセン トとなるj白色に納入り

図 2・2 長,,Vfまたは符と｜司色のj血色に制入り

l耳I2-3 アクセントとなる色

｜立12・4 長治または怖と同色

成26年度の傾向分析を行う。払H;l;した 92r，の
内、 袴着川者 88人を分析対象とした。まず長

却を見てみると小振布h39%、以羽Ii31 %、小紋

24% となった ·I ）。 紛では1！！~地のr,5の 44%がiはも

多く 、次いで無地に刺繍入りの符が27%、ほ

かしの袴が 15%、ぼかしに刺繍入りの粉は 9%

となった。袴下の；m＝では、 アクセン トとなる地

色に柄のある物（1;g1 2・1）が36%、アクセン

トとなる色の無地の物（I立12・2）が27%、i長

lfまたは袴と ｜司色の地色に柄のある物（｜坦｜

2・3）が22%、i毛活または扮と同色で当！f,J血の物

（惚I2-4）が15%となった。衿元はまず半衿では、

J！！~地の物が 49% と刺繍入りの物は 45%で向い

湘合を占めていた。棋織やビーズのついたキ衿

l主I3・1 ljl.色無地のfjf述怜 j!:(f 3・2 例入りのfJt；主怜

関 3・3 レース付のw；主怜 l耳13・4 パール付のf)t述衿

もごく少数ではあるが雌認された。次にfJ「述衿

は89%にずi'JIJが見られ、 Iド色のカ！t地 （｜災I3-1) 

が48%、柄入 り（ 図 3-2）が24%、2色が

22%となった。その他にはレース付のもの（図

3・3）や縁にパールのついたもの （凶 3-4）が

使用されていた。起元では半数以上の66%が

平！訟をずrJIJしており、ブーツ活用者は 34.96に

とどま った。足袋では白足袋が63%、色Ji：；袋

とレース足袋はそれぞれ 1%となった。また白

地に般の地紋のあるh：袋も見られた。胞は布Iヨ実

用ハンドパックが35%、次いで111iむが23%、

洋装)IJ胞が21%であった。その他ではml付・巾

若やがま円の鞄が伎川されていた。

-77-



(2016) 

-78-

・・.
・酬

・，e
・..，・

・鼠地

・刺繍

・慎織

・レース

・ビーズ・スパンコール

・その他

..自治

－・It胴a・1まかし
•Iまかしに蝿a

・そ由健

・周忌・・
• I!! ..・・
・関lll丙

•l![,ilj\ 

・-tOl•

..、．．． 
－・・・・小.. 

• I海副．

•e・・

..柑
""'" 

{JI述衿の使川状況

11'<1 9 

袴下の｛i＼＇のや，Ti芳i

1αm 

…－“ 一一－ --I--+-岡山“問翼民向‘別~ 60!i 1°".拘民拠出様

f'JI迷怜の純Ii

IOC隅

I I i I I押....... 
」」 1 J ム斗 j J 
醐 1岡沢民民拠制，. .”“，. ＂＇‘・側関蹴拙論

とI＇－衿のやili掠i

長着の純m

袴の純Ji

80!‘ 

a隅

『…

“”‘ 

匂晶

｜詞15

-

l虫17

l長I4 

'°" 

l民16

健肱

｜到18

2°" 

弐隅

if'; 62サ

。，‘

α，e 

平縫26年度

率低25~11

平成昂匁直

平成目隼鹿

事.，...  

.ES*. 

司・ε芯..

Jt ,'i：次チ大学家政学部紀~

3・2平成25年度との比較

平成25年度と平成26年度の装いの傾向の比

較を行う。長；｛fは小振袖、小紋、般有11のimに好

まれる傾向には変化が児られなかった（図 4）。

色無地は両年と も少数であり、今年度は 3人

の活用であった。袴では無地の袴、無地に刺繍

入りの袴、ぼかしの袴、ぼかしに刺繍入りの袴

の順に荒川者数が多い傾向に変化はなかった

（図 5）。しかし、平成25年度は 4種類以外の

袴の着用が見られたが、平成 26年度では用い

られる袴の種類が減少した。袴下の帯では、ア

クセントとなる地色に柄のある物が両年とも多

く使用されているが、平成26年度は長若また

は袴と間色の地色に、柄の入った荷の使用がi竹

加した （図 6）。

半衿では白色無地または刺繍入りの物がどち

らの年度も主流である（~I 7）。その他では平

成25年度ではレースをとF-衿に利用していた学

生が見られたが、平成26年度ではビーズの半

衿の使用が見られた。伊述衿は、前年度より位

川学生が±M力IIしていた （図 8）。使用された伊

達衿は平成25年度は無地111色の物が多数であ

ったが、平成2611三皮では無地111色だけではな

く柄物の位mも目立った（｜まI9）。また昨年度

は見られなかったレース付の伊述衿が使用され

ていた。

足元では、ブーツよりも草肢が多く着用され

ていた（＠ 10）。今年度は草履とブーツのみの

新用であり、平成25年度に比られたローファ

ーやパンプスの着用は見られなかった。足袋で

は白足袋が主流であることは変わらないが、昨

年度見られた総柄の足袋や－；~11柄入りの足袋は

mいられておらず、今年度は白地に桜の地紋の

ある足袋がJIJいられていた（I~ 11）。 鞄では、

和l装用パックが多く、「j1;:,Vfや洋装月］パックも同

数程度みられた（図 12）。今年度は能付ilJ5i"cや
ピーズ刺舗のがま口パックが使川されていた。

その他の小物を比較してみると、平成25年度

はミニハットやレースの手袋、ベレーl旧等のよ

うな小物によって例性を主張する装いの学生が
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表 1 卒業生アンケート設IIIJ

股間番号 設問内容

鐙問 1
卒業式で活用する物のなかでレンタルをしたも

のはありますか。

段問2 長岩 ・袴・小物はどこでレンタルをしましたか。

設問3
レンタルにかかった費用の総額はいくらくらい

ですか。

股間4 長沼はどこで鯛遣しましたか。

股間5 袴はどこで翻遣しましたか。

股間6 着付けはどこで行いましたか。

段問7 卒業式をフォーマルな場としてとらえていますか。

段問8
その衣装を卒業式に活用する衣服としてillんだ

理由はなんですか。

段問9
卒業式における伝統的な符の装いを知っています

か。知っている人は具体的に記入してください。

股間 10 袴についての情報はどこから収集しましたか。

験問 11 どのような情報を集めましたか。

段問 12
卒業式の装いとして、式服としての装いとファッ

ションとしての装いどちらを強く窓厳しましたか。

股間 13
卒業式の装いで1番こだわった点を教えてくだ

さい。

存在したが、平成 26年度は1)ij年度のような個

性的な装いはほとんど見られなかった。

また平成251，三，立と平成2611：：度の全体の装い

の傾向には、大きな変化はあらわれなかった。

しかし詳細に比l肢を行うと、イ〕「｝.主衿や袴下の帯

なとeの小物類に変化が生じていた。

4，袴の調達方法と袴の傾向

卒業生に行ったアンケート澗在では 82名か

ら回答が得られた。このl人j、卒業式当日に袴を

新月］した77人の回答を対象として集計をおこ

なった。このアンケートの設1111には衣装の調達

方法と、卒業式に対するxJ:織についての設問を

設けた（表 1）。

まずアンケー トを訟に、部j述方法を比較する

と、グループ① 「長治とが3をレンタルしたJ、
グループ② 「袴のみレンタルをした」、グルー

プ① 「長請も紛もレンタルしていない」の 3

つのグループに分けることがIll米た（医I13）。

今回の調査では長おのみレンタル業者を利用し

ている学生はみられなかった。これらのグルー

プの長若と袴の磁類、及び当上｜の支度方法の傾

向を比較する。

長岩の選択ではグループ①は小振布h、グルー

プ②では振布hが多く清JIJされており 、グループ

③では小紋が対も,,Vf川されていた （［きI14）。袴

の選択では、グループ①では1！！~地の特に刺繍入

りが多く、グループ②では無地とぼかしの袴が

多く活用されていた。グループ③は無地が多く

みられた（図 15）。当日の苅つけではグループ

①は袴をレンタルした際に、パックに含まれて

いる着付けの利用が最も多い。中には美容室で

の着付けも数名見られた。グループ②では、レ

ンタルに含まれる治つけと奨学長室の利用が半々

であった。また親族による治付けも少数存在し

た。グループ①では自分でポつけるまたは親族

や友人といたJi'i］聞の人にポつけてもらう学生が

ほとんどであった（極116）。

グループ①でソj、振布11と1!!t地に刺繍入りの袴が
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多く着用されているのは、レンタル業者が発行

しているカタログの拶科が考えられる。本学に

て袴のレンタルを行っている 3社の平成 26年

度のカタログ f卒業II寺袋J5）『袴jG）『卒業特J7) 

を見てみると、カタログはモデル着用のペ｝ジ

と、長治と袴の組み合わせのページで構成され

ている （凶 17）。 そのljIでモデルが着用してい

る長着に注目すると、全て小娘布IJである。持は

f卒業時装j、『符』では？民地に刺繍入りの物が

!l・のみレン，ルELI,

。，‘

最も多く、 『卒業持j では』l~J血の袴が最も多く

JTJいられていた。（｜災118）これは本学学生の苅
l重113 衣装の湖述）J法

m傾向とほぼ合致している。

ク・ループ②では掛布IIが多く者mされていると

いう特徴がある。これは成人式の張布IIを購入ま

たはレンタルをすると、卒業式の袴が無料また

は割引仰i絡でレンタルをすることが出来る特典

が存在している。実際にこの特典を利用してい

る学生もアンケートより機認された （やまと ・

鈴乃屋・ 11!!屋呉服店・」；i初lきもの友利など）。

また振布IJの着用について、 「成人式に説えでも

他に着用の機会がない」、「挑えた振布｜｜を気に入

っているからJといった思！山が、学生から挙げ

られている。振有IIに対する愛訴はあるが、荒川

グループ①

グループ①

グJレープ③

場而が少ないと感じている学生はこの様な特典 ｜グループ①

を利用する傾向があり、グループ②における振

有11の着用率の向さとがiびついていると考えられ ｜グループ①

る。

グJレープ①

グループ＠

グループ①

。＂20% 40% 6°" 8°" 100% 

・小Ill袖

・領袖

.，，、敏

・色無地

・その他

・不明

凶14 グループ別長.,,Vfのや!f［質i

。＂20%柑＂6°" 8°" 100% 

・無地

・無地鯛繍

・ぼかし

・ぼかしに刺組

・その他

・不明

｜頁115 グループ別紛の級定i

ーレン’.....，・付”を刷用

・蝿・宜で’つ11fffった

・・•·聞人『＝・何け量してもらヲた

・自分で．付吋fff?I,

・その包

グループ①では長治が手元にあり、自分で袴

の若つけが／JI米る、または周聞に若つけが出来

る人がいるという環境にある学生が多くみうけ

られる。 本学は授業でや~長：｛；＇の制作をおこなう

ため、小紋や色J!l~地を扱う学生が多い。 したが

って、それを卒業式に若Jf1する学生が毎年存花

する。また卒業制作などで袴の制作も行うため、

レンタルをせず川立することが可能になる。自

作した学生以外の学生は、インターネ ットや着

物の古請を取り扱う店舗などで購入をしてい

た。袴のみレンタルをする場合、 8,000円～

16,000 円税j立山)IIが長十かるが剖、インターネ ッ

トでは 3,000P-Jれ泣から、消物のリサイクルシ

グループ＠ 圃・・
, ・不明

。’‘’0・‘・°＂ 611’‘・g’‘ 100’‘
l到116 グループ別当l！の支度方法
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図 17 Ji：カタログモデル;,"f)l]ページ イ， : l~ li と -1!5の誕lみ

合わせページ 『袴jより転松

ヨツプ等では 1,000l-1rnD立の制Ii絡で鵬入するこ

とが可能である 9）川川 ω。レンタルの科金と購

入金額を比べて、脱入の方が安くすfむため購入

したという意見も学生から挙げられた。

5，卒業式に対する認識と衣装選択の傾向

5-1アンケートについて

現代における学業式に対する認織と、 ~；：一栄：式

当日の衣装選択の傾向を知るために、卒業生と

在学生にそれぞれアンケート調査を行った。卒

業生に対するアンケー トは、前述で扱ったアン

ケー トをJIJいた （表 1）。在学生に対するアン

ケー ト （去 2）は、本学の学生 108名と、 H本

女子大学の学11.::57名の合計・ 168 t，から！日｜答を

得ることが/11米た。在学生に対してのアンケー

トの実施方法は、卒業式の衣装について引前に

伝統的な装いと、卒業式の袴姿にJIJいられる長

着と袴、版物の組類について画像をJIJいて説明

した後、アンケートを行った（｜記I19）。ここで

の伝統的な紛の装いとは、紋付色！！在地に紺の袴

を身付け、市：！似をj函いた姿のことである 問。

5-2卒業生のアンケー ト結果

まず表 1設IIIJ7「卒業式をフ ォーマルな場

としてと らえていますかJに対して、97%が「は

『li<.岬』 ..地
..網島に闘園

町lまゐ‘し

.，まかUこ闇．

・そ由也

『岬』

『li<.尚麗』

。，‘＇°＂ ""' '""' """ "'°" 
｜世I18 カタログに見る袴の純Jfi

いJと田容をした。次に設Iii!8「その衣装を卒

業式に~＼JIJする衣服として選んだ血［IIはなんで

すか」では、 64%が「記念になるから」と回答

し、 「式IJliであるから」 と回答した学生は15%

であった。「周聞が着るから」「無難であるからj

と回答した学生はあわせると 17%となった。

設問 9「卒業式における伝統的な袴の装いを知

っていますか。Jに対して、 96%がまIIらないと

回答した。まIIっていると回答した学生は 3人

いたが正確な知識を持っていたのは 1人だけ

であった。設IIIJ10「袴についての情報はどこ

から収集しましたか。jでは、イ ンターネ ット

が33%、雑誌及び｛＇：＝籍、フリーペーパーがそ

れぞれ 18%、家族が 11%となった。ぷ111111rど
のような間報を集めましたかJでは 「長治と袴

のコーデイネート」が63%、「ヘアスタイルJ
と「もIii桁」がともに 14%であった。乱立川12「卒

業式の弘：いとして、 式Jl民としての装いとフ ァッ

ションとしての装いどちらを強く立織しました

か。」では、 「式Hliとしての装いJが47%、「フ

ァッションと しての装いJは53%という紡栄

となった。設川13「卒業式の装いで 1脊こだ

わった点を教えてください。」 に対しては、 「自

分に似合うかどうかJ、「長活とが？の色の組み合

わせJミ~；；の (Lil終が挙げられた。
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長治

胤物

色世~j也 小紋 ノl、J反相11 J反骨h

持 l,'O:k：立

ブーツ

無地 j緑地に刺繍 ぼかし ほかしに刺繍

l耳119 在学生I)Hjij説IYH史川両｛象（.1.-Uf、｝号、版物の釘i類）

5-3在学生のアンケート結栄

まず表 2設IHJ1「卒業式をフォーマルな場

としてとらえていますかJに対しては、 93%が

「はい」と回答した。設IIIJ2「卒業式に荒川し

たい衣1111はなんですかJでは、 85%が袴を稲川

したいと回答した。；il[I/IJ3「卒業式でその服装

を選んだのはなぜですかJに対して、「記念に

なるからJが73%、「式)Jllであるから」が 8%、「周

囲が着るからJが 7%であった。他には、 「袴

を着る機会がなかなかないから」、「卒業式でし

か若ることがないから」、「そういうものだと思

っていたからJなどが挙げられた。設IIIJ4「卒

業式で身につけたい長着はどれですか」では、

小振付1 57%、掠袖 20% 、 小紋 12%、色1！！~ 地

10%であった。設IIIJ5「卒業式で身につけたい

袴はどれですか」に対しては、 j拠地に刺繍

40%、無地 32%、ぼかしに刺繍 18%、ほかし

10%となった。設問 6「卒業式で版きたい版物

はどれですか。」 に対しては、 1；！：版が 55%、ブ

ーツが42%となった。設IIIJ7「当日の装いで

は式)JI！としての装いとフ ァッショ ンとしての装

いどちらを強く意織しますか。」に対しては、「式
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表2 在学生アンケートi世間

股間番号 股間内容 選択肢

設問 1
卒業式をフォーマルな場 1.はい

としてとらえていますか。 2.いいえ

1.椅

2.揖袖

卒摸式には活用したい衣
設問2

服はなんですか。
3.スーツ

4.ワンピース

5.その他

1.記念になるから

卒襲式でその服装を選ん
2.周囲の人が溜るか

股間3 ら
だのはなぜですか

3.式服だから

4.その他

1.色無地

2.小椋

卒襲式で身につけたい長
股間4

泊はどれですか。
3.小撮袖

4.大揖袖

5.その他

1.無地

2.無地に刺繍

卒摸式で身につけたい袴
設問5

はどれですか。
3.ぼかし

4.ぼかしに刺鏑

5.その他

1.草履

卒雛式で履きたい履物は
設問6

どれですか。
2.ブーツ

3.その他

寧揖式の装いとして、式 1.式服としての装い

世間7
服としての装いとフアツ

ションとしての装いどち 2.ファッションとし

らを強〈意酷しますか。 ての装い

服としての装いJ72%、「ファッションとして

の装いJ28%という結果となった。また伝統的

な袴の装いについての説明において、「伝統的

な袴の装いについての知識を持っているかJを

口頭で尋ねると、以前から知っていたという学

生は見られなかった。

5・4考察

これらのことから、学生は卒業式をフォーマ

ルな場ととらえているが、身につける衣装に対

しては、式服としてよりも、記念としての意味

や日常の衣服を選ぶのと同じように、自分に似

合うかどうか、また自分らしさなどを求めて選

択することがわかった。更に学生は、卒業式を

フォーマルな場として認識しているが、そこで

身につけるべき衣装については、フォーマルで

あることをあまり意識していないという矛盾が

生じていることが分かつた。これは卒業式とい

う式典の場に対して、 TPOを考慮した装いを

したいという意識はあるが、その装いに対する

知識が伴っていないという実態を示している。

例えば式服としての装いを重視した学生と、

ファッションとしての装いを重視した学生の袴

のコーデイネートを比較すると、顕著な差は見

られなかった（図 20）。両者とも小振袖や振袖

等華やかな長着と、装飾の施された袴を身につ

けていた。式服としての袴の装いとは前述のよ

うに、伝統的に紋付き色無地に無地の袴、足元

は草履の組み合わせのことをさす。本調査で紋

付色無地を着装していた学生 3名の装いを見

てみると、袴は無地、無地に刺繍入り、ぽかし

と様々な袴を身につけている。足元は草履が着

用されていた（図21）。紋付色無地を着用した

理由には「ほかの人と同じにはなりたくないJ
「祖母または母が用意してくれたJなどが挙げ

られた。他の人と同じになりたくないという思

いで紋付色無地を選択することは、紋付色無地

が本来の式服としての定義に基づいて選択され

ていないことを示す。すなわちこの学生にとっ

て色無地は、他の人との差別化や、振袖や小紋

と同様に個性を表現するための長着として位置

していると考えられる。また祖母や母親が色無

地を用意してくれたことは、以前は紋付色無地

が卒業式における衣装であったことを示してい

る。

一方、書籍における卒業式の袴の装いの記述

については先行研究 14）において明らであるよ
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l耳120 t段．式ll!lとしての装いを抗悦した学生

ド段．フ ァッ ションとしての淡いを近視した学生

うに、｜時代が進むにつれ定義が変化をしている。

その内容は以前に比べ活用できる持下の長若の

種類は色無地から振布，，、 小紋へと幅の｝よがりを

示し、式典にふさわしい装いを心掛けるなどの

言葉も併記されていた 印刷川。 しかし 2015年

に出版された詐絡には「袴に合わせるきものは、

小紋、色！民地など自由に選べます。jと記載さ

れている（点筆者） 18) 0 また同年に／JI版された

別の刊新には卒業式の符姿については、「今で

は、女子炉ry1tiは卒業式の定番フ ァッ ションとな

り、そのコーディネー トも多機で例性的です。J
と記述されている（点筆者）ヘ このように世・

uuの卒業式の装いに対する定義は、伝統的な装

いをlfit比する衣装ではなく、例性を表現するこ

とが可能である衣装へと変化した。このため現

花では、本来の式)111の定義に基づく装いを求め

る方が同艇な状況である。

またX1：減の側面からは、 卒業式に袴を身につ

ける耳Jl山で肢も多い解答は卒業生、不正学生とも

に「記念になるから」である。 他の里ll l~I として

「卒業式でしか着る機会がないからJ、「一生の

内でなかなか治る機会がないから」なども挙げ

られている。これらの型rHから、学生にとって

袴l!J:は占？，：・来－式のための特別な衣装であると考え
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l百121紋付色無j也liJH学生

ていることがうかがえる。更に卒業生が当日の

衣装を選ぶ際もっともこだわるのは、「，き，分に

似合うかどうか」、 r1,drと袴の組み合わせJで

あり、場而にあわせて衣装を選ぶのではなく、

自分を主体と して衣装を選んでいることが示さ

れた。

このような学生の

る従来の意j抜を先行初f究に求めると、 1990年

の樋泉らによる先行研究削では、 r,5は卒業式

におけるlli'iiれ芯：として位世づけられている。＇f
業式で持をお用することについて「伝統的で独

自性がありレトロ気分にひたれ、 1＇：・段とは災な

る自分をiiifIllできる」と述べられている。また

呑山らによる 1993年の先行研究叫では、卒業－

式当日の)fft鼓：ついての！品企！のr!Iで、 「ポる こと

が出来て叫しかった」、「華やかでかわいくてよ

かった」、 「よい記念になった」のJJ'iIIが上位を

占める結決が示されている。このように学生が

若装する卒業式の装いはH寺代とともに変化をし

ても、卒業式に装う袴についての:u；織はほとん

ど変化をしていないことが明らかとなった。こ

れらのことから、 学生が選択しお装する待望5の
変化は、｛j：々希薄．となる伝統的な平IIJJliと現代u
本人の｜刻係を表していると考える。すなわち手JI

Jlflを才7る機会や、手JJJJllに｜則する剣l織をよく 知る

人が減少している現代において、 本来の定義が

i淳れ変化していく ことは、避けられない現象な

のであろう。

6，まとめ

平成 26｛，ミ皮の卒業式における袴姿の傾向は、

装飾華美な装いはほとんど見られなかったが、

伝統的な持の装いとは災なる、近年の定義によ

る袴姿の傾向を示した。したがって、定義自体

が変化した世の中において、学生が選択する卒

業式の袴の装いは、現代における卒業式の袴姿

を象徴するのであろう。また学生にとって卒業

式はフォーマルな場という認識はあるが、実際

に身につける衣装は非H常性を演出し、また例

性を表現するための手段である。すなわち卒業

式とは持法で苅飾ってII¥Tli，＇する記念｜｜、イベン

トであると認殺していると言える。先行研究や

本調査、市絡を見ると、この傾向は今後も変わ

ることはないのではないかと推察する。

このように、女子大生の卒業式における華や

かな袴姿は世間に定着している。一方で女子大

生のほかに、女性教只も卒業式で袴を稲川する。

2015年のマルイの教.uJ11Jけの袴のレンタル広

告には「ri'dをな色紙地 先生にお納めの卒業衣
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装」との文言が記載されており、袖丈が約

49cmの色無地と無地の袴が掲載されている。

これは伝統的な卒業式における袴の装いに基づ

いた組み合わせである。両者とも卒業式におけ

る袴の装いであるが、装いに明らかな違いが見

られる。卒業生は自身が卒業式における主役で

あるため、華やかに装う傾向を勧められ、教員

は生徒の門出を祝福する立場であるため、落ち

着きのある伝統的な装いが求められるのであろ

うか。このような違いはそれぞれの卒業式にお

ける立場の違いから生じたのと考えられるが、

まだ事例として新しく、少ない情報であるので、

今後どのような傾向が示されていくか注目した

い。更に別の事例としては、近年では小学校の

卒業式の衣装としても着用され始めている。こ

のように着周年代や着用対象の広がりを見せる

卒業式の袴姿は、七五三の着物や成人式の振袖

と同様に、記念日のための衣装として発展、定

着している。このことは呉服業界において、安

定的な需要が見込める和服としての地位を確立

していると思われる。

本研究において、学生が式典の場にふさわし

い装いの知識を持っていないことは、危倶すべ

きであると考える。現代の卒業式の袴姿は、学

生にとって記念的な意味合いが強い衣装であ

る。服装に個性を表現することは個人の自由で

あり、時代とともに服装の定義は変化している。

しかし伝統を知らず、自分の好みを反映させた

装いを個性と表現することと、伝統を受け入れ

そのうえで変化していくことは、意味合いが全

く異なる。

基本に立ち戻れば、本来卒業式は式典、すな

わち儀式の場であるので、まずはその場に出席

する心構えは忘れてはいけないと考えるo また

必然的に、そこで装う袴姿は、和服を装う時に

大切と考えられている、場をわきまえた調和と

いったものが求められる制。それは装飾華美な

小物類、例えば洋装に用いられ、普段着の和服

では許されるであろう、ビーズやスパンコール、

レースなどを多用し、飾り立てるようなことは

好ましくないと思われる。また、長着、袴、小

物類の模様や色などの調和も大切なのではない

かと考える却制。人目を惹く鮮やかすぎる色合

いや、はっきりとした大柄などは儀式にはあま

りふさわしいとは思われない。卒業式に求めら

れる袴姿は、場をわきまえた上品な装いである

ことを前提に、自分らしさを表現する装いを選

択できるよう、教育現場においてこれらの伝統

やマナーを教えていく機会を設けていきたいと

考える。
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